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ＩＳＨ－１１１ Remote制御詳細 
 
1.Protocol 
 
 RS-232C準拠 
 Start Bit 1 
 Stop Bit 1 
 Data Bit 8 
 Parity   Even 
 Data Rate 38,400 bit per second 
 Code  ASCII 
 Terminate CR LF 
 
2.Write command 
 
 2-1.Answer 
  「ＧＯ+CR,LF」   正常受信、正常実行 
  「Ｅ０+CR,LF」   Framing error 
  「Ｅ１+CR,LF」   Parity error 
  「Ｅ２+CR,LF」   Overrun error 
  「Ｅ３+CR,LF」   Command error 
 
 2-2.Command 
 
  2-2-1.アラーム関連 
 
  2-2-1-1.「ＡＣＡｎｍｍ+CR,LF」（Alarm Connector Arrange） 
    ALARM CONNECTOR ARRANGEの設定をします。 
    端子台にアラームのページ割り付けの設定をします。 
    mmはページ番号で【０１】～【３２】です。 
    nは端子台番号で1～8です。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-1-2.「ＡＣＡｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ+CR,LF」（Alarm Connector Arrange） 
    ALARM CONNECTOR ARRANGEの設定をします。 
    全端子台にアラームのページ割り付けの設定をします。 
    mmはページ番号で01～32です。 
    mmは左から端子台番号1～8に割り付けます。 
    ※端子台にアラームのページ割り付けの設定をする一斉コマンドです。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-1-3.「ＡＤＴｎｎｎ+CR,LF」（Alarm Duration Time） 
    ALARM DURATION TIMEの設定をします。 
    ｎｎｎは時間で単位は､秒です。設定範囲は【００１】～【９９９】秒です。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-1-4.「ＡＩＣＢ+CR,LF」（Alarm Input Contact Break.） 
    ALARM INPUT CONTACTの設定を【ＢＲＥＡＫ】にします。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-1-5.「ＡＩＣＭ+CR,LF」（Alarm Input Contact Make.） 
    ALARM INPUT CONTACTの設定を【ＭＡＫＥ】にします。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
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  2-2-1-6.「ＡＭＥ+CR,LF」（Alarm Mode External） 
    ALARM MODEの設定を【ＥＸＴ．】にします。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-1-7.「ＡＭＩ+CR,LF」（Alarm Mode Internal） 
    ALARM MODEの設定を【ＩＮＴ．】にします。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-1-8.「ＡＲＢ+CR,LF」（Alarm Return Before.） 
    ALARM RETURNの設定を【ＢＥＦＯＲＥ】にします。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-1-9.「ＡＲＦ+CR,LF」（Alarm Return Fix） 
    ALARM RETURNの設定を【ＦＩＸ】にします。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-2.タイトル設定関連 
 
  2-2-2-1.「ＣＡｎｎ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊+CR,LF」 
    （Title Character page nn set） 
    ページ1～32の情報（タイトル）の設定をします。 
    nnはページ番号で01～32です。 
    ＊＊はJISコードで1文字2Bytesで98文字です。（392bytes） 
    98文字未満の場合スペース文字（0x2121）を挿入してください。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-2-2.「ＣＮｎｎ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊+CR,LF」 
    （Title Character page nn set） 
    ページ1～32の情報（タイトル）の設定をします。 
    nnはページ番号で01～32です。 
    ＊＊はJISコードで1文字2Bytesで98文字です。 
    98文字未満の場合スペース文字（0x2121）を挿入してください。 

※ 頻繁に情報内容を変更する場合に使用します。 
ISH-111に記憶しないので電源を切るとメモリが消えます。 

    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-3.表示ページ関連 
 
  2-2-3-1.「ＩＤＯＦ+CR,LF」（Information Display OFF） 
    表示をしません。 
 
  2-2-3-2.「ＩＤＯＮ+CR,LF」（Information Display ON） 
    表示をします。 
 
  2-2-3-3.「ＩＳＳＯＦ+CR,LF」（Information Scroll Stop OFF） 
    スクロール表示をします。 
 
  2-2-3-4.「ＩＳＳＯＮ+CR,LF」（Information Scroll Stop ON） 
    スクロール表示を停止します。 
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  2-2-3-5.「ＰＡＳ+CR,LF」（Page Auto Sequence） 
    DISPLAY PAGEの設定を【ＡＳ】にします。 
    表示する情報のページを自動切換えします。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
    但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し 

    強制解除をしません。 
 
  2-2-3-6.「Ｐ０１+CR,LF」～「Ｐ３２+CR,LF」（Information Page No.1～32） 
    DISPLAY PAGEの設定をします。 設定範囲は【０１】～【３２】です。 
    表示する情報のページを選択します。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますとAlarm状態を強制解除します。 
    但しALARM MODEの設定が【ＥＸＴ．】の場合は「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返し 

    強制解除をしません。 
 
  2-2-3-7.「Ｐ０１ＤＰＢ+CR,LF」～「Ｐ３２ＤＰＢ+CR,LF」（Page1～32 Display Position Bottom） 
    DISPLAY POSITIONの設定を【ＢＯＴＴＯＭ】にします。 
    ページ1～32の表示位置を下に設定します。 
 
  2-2-3-8.「Ｐ０１ＤＰＴ+CR,LF」～「Ｐ３２ＤＰＴ+CR,LF」（Page1～32 Display Position Top） 
    DISPLAY POSITIONの設定を【ＴＯＰ】にします。 
    ページ1～32の表示位置を上に設定します。 
 
  2-2-3-9.「ＰＴＤＰｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐ+CR,LF」（Page Together Display Position Top/Bottom） 
    DISPLAY POSITIONの設定をします。 
    pは表示位置で Tは【ＴＯＰ】（上）､Bは【ＢＯＴＴＯＭ】（下）でpを32個入れます。 
    ※全ページの表示位置を設定する一斉コマンドです。 
 
  2-2-4.コネクタ入力 
 
  2-2-4-1.「ＣＩＡ+CR,LF」（Connector Input Alarm） 
    CONNECTOR INPUTの設定を【ＡＬＡＲＭ】にします。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-14-2.「ＣＩＲ+CR,LF」（Connector Input Remote） 
    CONNECTOR INPUTの設定を【ＲＥＭＯＴＥ】にします。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  2-2-5.文字色の設定 
 
  2-2-5-1.「Ｐ０１ＩＣｎＢＣｎ+CR,LF」～「Ｐ３２ＩＣｎＢＣｎ+CR,LF」 
    （Page1～32 Information color n ＆ Bordering color n） 
    COLOR CHARACTERとCOLOR BORDERINGの設定をします。 
    ページ1～32の文字色をｎ,文字縁取り色をｎに設定します。 
   ｎは数値で0：黒 1：赤 2：緑 3：黄 4：青 5：マゼンタ 6：シアン 7：白 8：ブランクです。 
 
  2-2-5-2.「ＰＴＩＣｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂ+CR,LF」 
    （Page Together Information color i ＆ Bordering color b） 
    COLOR CHARACTERとCOLOR BORDERINGの設定をします。 
    ibで1組です。 
    iは文字色､bは文字縁取り色で ibを32組入れます。 
   i,bは数値で0：黒 1：赤 2：緑 3：黄 4：青 5：マゼンタ 6：シアン 7：白 8：ブランクです。 
    ※全ページの文字色と,文字縁取り色を設定する一斉コマンドです。 
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  2-2-6.文字背景色ベタ塗りの設定 
 
  2-2-6-1.「Ｐ０１ＦＢＯＦ+CR,LF」～「Ｐ３２ＦＢＯＦ+CR,LF」（Page1～32 Fill Bordering OFF set） 
    COLOR FILL BORDERINGの設定を【ＯＦＦ】にします。 
    ページ1～32の文字背景ベタ塗りを無しに設定します。 
 
  2-2-6-2.「Ｐ０１ＦＢＯＮ+CR,LF」～「Ｐ３２ＦＢＯＮ+CR,LF」（Page1～32 Fill Bordering ON set） 
    COLOR FILL BORDERINGの設定を【ＯＮ】にします。 
    ページ1～32の文字背景ベタ塗りを有りに設定します。 
 
  2-2-6-3.「ＰＴＦＢｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆ+CR,LF」（Page Together Fill Bordering ON/OFF） 
    COLOR FILL BORDERINGの設定をします。 
    fは文字背景ベタ塗り設定で Fは【ＯＦＦ】（無し）､Nは【ＯＮ】（有り）で fを32個入れます。 
    ※全ページの文字背景ベタ塗りを設定する一斉コマンドです。 
 
  2-2-7.文字レベル 
 
  2-2-7-1.「Ｐ０１ＷＬＨ+CR,LF」～「Ｐ３２ＷＬＨ+CR,LF」（Page1～32 White level High set） 
    COLOR WHITE LEVELの設定を【ＨＩＧＨ】にします。 
    ページ1～32の表示ホワイトレベルをHighに設定します。 
 
  2-2-7-2.「Ｐ０１ＷＬＬ+CR,LF」～「Ｐ３２ＷＬＬ+CR,LF」（Page1～32 White level Low set） 
    COLOR WHITE LEVELの設定を【ＬＯＷ】にします。 
    ページ1～32の表示ホワイトレベルをLowに設定します。 
 
  2-2-7-3.「ＰＴＷＬｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ+CR,LF」（Page Together White Level） 
    COLOR WHITE LEVELの設定をします。 
    wはホワイトレベル設定､ Lは【ＬＯＷ】､Hは【ＨＩＧＨ】でwを32個入れます。 
    ※全ページのホワイトレベルを設定する一斉コマンドです。 
 
  2-2-8.日付,時刻 
 
  2-2-8-1.「ＤＳＤｎｎ+CR,LF」（Date Set Day） 
    日付の日の単位を設定します。 
    ｎｎは設定値で範囲は【０１】～【３１】です。 
 
  2-2-8-2.「ＤＳＭｎｎ+CR,LF」（Date Set Month） 
    日付の月の単位を設定します。 
    ｎｎは設定値で範囲は【０１】～【１２】です。 
 
  2-2-8-3.「ＤＳＹｎｎ+CR,LF」（Date Set Year） 
    日付の年の単位を設定します。 
    ｎｎは設定値で範囲は【００】～【９９】です。 
 
  2-2-8-4.「ＴＳＡ+CR,LF」（Time Set Adjust） 
    時刻の秒の単位を００に設定します。 
    その時の時刻が３０秒未満の場合００秒に合わせます。 
    その時の時刻が３０秒以上の場合００秒に合わせ分の単位を＋１します。 
 
  2-2-8-5.「ＴＳＨｎｎ+CR,LF」（Time Set Hour） 
    時刻の時の単位の設定をします。 
    ｎｎは設定値で範囲は【００】～【２３】です。 
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  2-2-8-6.「ＴＳＭｎｎ+CR,LF」（Time Set Minute） 
    時刻の分の単位の設定をします。 
    ｎｎは設定値で範囲は【００】～【５９】です。 
 
  2-2-8-7.「ＴＳＳｎｎ+CR,LF」（Time Set Second） 
    時刻の秒の単位の設定をします。 
    ｎｎは設定値で範囲は【００】～【５９】です。 
 
  2-2-9.日付,時刻の表示 
 
  2-2-9-1.「ＴＳＤＮ+CR,LF」（Time Signal Display Normal size） 
    TIME SIGNAL DISPLAYの設定を【ＮＯＲＭＡＬ】にします。 
 
  2-2-9-2.「ＴＳＤＯ+CR,LF」（Time Signal Display Off） 
    TIME SIGNAL DISPLAYの設定を【ＯＦＦ】にします。 
 
  2-2-9-3.「ＴＳＤＳ+CR,LF」（Time Signal Display Small size） 
    TIME SIGNAL DISPLAYの設定を【ＳＭＡＬＬ】にします。 
 
  2-2-9-4.「ＴＳＲ１+CR,LF」～「ＴＳＲ６+CR,LF」（Time Signal Range） 
    TIME SIGNAL RANGEの設定をします。 
    範囲は【１】～【６】です。 
    【１】 時：分 
    【２】 時：分：秒 
    【３】 月．日 時：分 
    【４】 月．日 時：分：秒 
    【５】 年．月．日 時：分 
    【６】 年．月．日 時：分：秒 
 
  2-2-10.ライブチャンネル 
 
  2-2-10-1.「Ｐ０１ＳＰＬ+CR,LF」～「Ｐ３２ＳＰＬ+CR,LF」（Page1～32 Sequence Page Live） 
    ページ1～32のLIVE PAGEの設定を【ＬＩＶＥ】します。 
 
  2-2-10-2.「Ｐ０１ＳＰＳ+CR,LF」～「Ｐ３２ＳＰＳ+CR,LF」（Page1～32 Sequence Page Skip） 
    ページ1～32のLIVE PAGEの設定を【ＳＫＩＰ】します。 
 
  2-2-10-3.「ＰＴＳＰｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓ+CR,LF」（Page Together Sequence Page） 
    LIVE PAGEの設定をします。 
    sはライブ/スキップ設定で Lは【ＬＩＶＥ】､Sは【ＳＫＩＰ】で fを32個入れます。 
    ※全ページのライブ/スキップを設定する一斉コマンドです。 
 
  2-2-11.点滅表示スピード 
 
  2-2-11-1.「Ｐ０１ＳＳ１+CR,LF」～「Ｐ３２ＳＳ４+CR,LF」（Page1～32 Scroll speed 1～4 set） 
    SCROLL SPEEDの設定をします。 
    ページ1～32のスクロール・スピードを【１】～【４】に設定します。 
    1：約12秒 2：約6秒 3：約4秒 4：約3秒 
 
  2-2-11-2.「ＰＴＳＳｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ+CR,LF」（Page Together Scroll Speed） 
    SCROLL SPEEDの設定をします。 
    nは数値【１】～【４】でnを32個入れます。 
    ※全ページのスクロール・スピードを設定する一斉コマンドです。 
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  2-2-12.表示位置微調整 
 
  2-2-12-1.「ＰＶＢ００+CR,LF」～「ＰＶＢ１５+CR,LF」（Position Value Bottom 00～15） 
    POSITION VALUE BOTTOMの設定をします。 
    下表示の位置の微調整をします。 
    可変範囲は【００】～【１５】で数値が大きいと上方向,小さいと下方向に表示位置が移動します。 
 
  2-2-12-2.「ＰＶＴ００+CR,LF」～「ＰＶＴ１５+CR,LF」（Position Value Top 00～15） 
    POSITION VALUE TOＰの設定をします。 
    上表示の位置の微調整をします。 
    可変範囲は【００】～【１５】で数値が大きいと上方向,小さいと下方向に表示位置が移動します。 
 
  2-2-13.リモート関連 
 
  2-2-13-1.「ＲＣＡｎｍｍ+CR,LF」（Remote Connector Arrange） 
    REMOTE CONNECTOR ARRANGEの設定をします。 
    端子台にリモートのページ割り付けの設定をします。 
    mmはページ番号で【０１】～【３２】, 【ＡＳ】です。 
    nは端子台番号で1～8です。 
 
  2-2-13-2.「ＲＭＢＣＤ+CR,LF」（Remote Mode BCD） 
    REMOTE MODEの設定を【ＢＣＤ】にします。 
    端子台にリモート入力をバイナリ・コード・デシマルで判断します。 
 
  2-2-13-3.「ＲＭＢＩＮ+CR,LF」（Remote Mode Binary） 
    REMOTE MODEの設定を【ＢＩＮ】にします。 
    端子台にリモート入力をバイナリ・コードで判断します。 
 
  2-2-13-4.「ＲＭＢＣＤ+CR,LF」（Remote Mode BIT） 
    REMOTE MODEの設定を【ＢＩＴ】にします。 
    端子台にリモート入力をビットで判断します。 
    ※ 2-2-41のREMOTE CONNECTOR ARRANGEの設定は､このモードに限り有効です。 
 
  2-2-14.スケジュール関連 
 
  2-2-14-1.「ＳＤＰｎｎｐａｐａｐａｐａ+CR,LF」（Schedule Day Page） 
    SCHEDULE DAYのPAGE設定をします。 
    スケジュールDAYnnのパターン1～パターン4のページを設定します。 
    nnは日付けで01～31です。 
    paはページ番号で【００】～【３２】, 【ＡＳ】です。【００】の場合スケジュールを無効にします。 
 
  2-2-14-2.「ＳＤＰＡｐａｐａｐａｐａ+CR,LF」（Schedule Day Page All） 
    SCHEDULE DAYのPAGE設定をします。 
    paはページ番号で【００】～【３２】, 【ＡＳ】です。【００】の場合スケジュールを無効にします。 
    ※スケジュール全日程のパターン1～パターン4のページを同じ設定にする一斉コマンドです。 
 
  2-2-14-3.「ＳＤＰＴｐａｐａｐａｐａｐａｐａｐａｐａ+CR,LF」（Schedule Day Page Together） 
    SCHEDULE DAYのPAGE設定をします。 
    paはページ番号【００】～【３２】, 【ＡＳ】で4×31組入れます。 
    【００】の場合スケジュールを無効にします。 
    ※スケジュール全日程のパターン1～パターン4のページを設定する一斉コマンドです。 
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  2-2-14-4.「ＳＤＴｎｎｈｏｈｏｈｏｈｏ+CR,LF」（Schedule Day Time） 
    SCHEDULE DAYのHOUR設定をします。 
    スケジュールDAYnnのパターン1～パターン4の時刻を設定します。 
    nnは日付けで01～31です。 
    hoは時刻で【００】～【２３】です。 
 
  2-2-14-5.「ＳＤＴＡｈｏｈｏｈｏｈｏ+CR,LF」（Schedule Day Time All） 
    SCHEDULE DAYのHOUR設定をします。 
    hoは時刻で【００】～【２３】です。 
    ※スケジュール全日程のパターン1～パターン4の時刻を同じ設定にする一斉コマンドです。 
 
  2-2-14-6.「ＳＤＴＴｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏ+CR,LF」 
    （Schedule Day Time Together） 
    SCHEDULE DAYのHOUR設定をします。 
    hoは時刻で【００】～【２３】で4×31組入れます。 
    ※スケジュール全日程のパターン1～パターン4の時刻を設定する一斉コマンドです。 
 
 
 
3.Read command 
 
 3-1.異常時Answer 
  「Ｅ０+CR,LF」 Framing error 
  「Ｅ１+CR,LF」 Parity error 
  「Ｅ２+CR,LF」 Overrun error 
  「Ｅ３+CR,LF」 Command Error 
 
 3-2.Command 
 
  3-2-1.アラーム関連 
 
  3-2-1-1.「ＲＡＣＡ+CR,LF」（Read Alarm Connector Arrange） 
    ALARM CONNECTOR ARRANGEの設定を返します。 
    「ＡＣＡｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ+CR,LF」 
    mmはページ番号で【０１】～【３２】です。 
    Alarm状態の時に､このコマンドを受けますと「ＡＬＡＲＭ+CR,LF」を返しコマンドを実行しません。 
 
  3-2-1-2.「ＲＡＣＡn+CR,LF」（Read Alarm Connector Arrange n） 
    ALARM CONNECTOR ARRANGEの設定を返します。 
    「ＡＣＡnｍｍ+CR,LF」 
    nは端子台番号で1～8です。 
    mmはページ番号で01～32です。【０１】～【３２】です。 
 
  3-2-1-3.「ＲＡＤＴ+CR,LF」（Read Alarm Duration Time） 
    ALARM DURATION TIMEの設定値を返します。単位は秒です。 
    「ＡＤＴ００１+CR,LF」～「ＡＤＴ９９９+CR,LF」 【００１】～【９９９】 
 
  3-2-1-4.「ＲＡＩＣ+CR,LF」（Read Alarm Input Contact.） 
    ALARM INPUT CONTACTの設定を返します。 
    「ＡＩＣＢ+CR,LF」 【ＢＲＥＡＫ】 
    「ＡＩＣＭ+CR,LF」 【ＭＡＫＥ】 
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  3-2-1-5.「ＲＡＭ+CR,LF」（Read Alarm Mode） 
    ALARM MODEの設定を返します。 
    「ＡＭＥ+CR,LF」  【ＥＸＴ．】 
    「ＡＭＩ+CR,LF」  【ＩＮＴ．】 
 
  3-2-1-6.「ＲＡＲ+CR,LF」（Read Alarm Return） 
    ALARM RETURNの設定を返します。 
    「ＡＲＦ+CR,LF」  【ＦＩＸ】 
    「ＡＲＢ+CR,LF」  【ＢＥＦＯＲＥ】 
 
  3-2-2.タイトル設定関連 
 
  3-2-2-1.「ＲＣＡ０１+CR,LF」～「ＲＣＡ３２+CR,LF」（Read Title Character Page 1～32） 
    ページ1～32の情報（タイトル）表示の設定値を返します。（392bytes） 
    「ＣＡｎｎ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊+CR,LF」 
 
  3-2-3.表示ページ 
 
  3-2-3-1.「ＲＩＤ+CR,LF」（Read Information Display.） 
    現在の表示/非表示の状態を返します。 
    「ＩＤＯＦ+CR,LF」 表示しています。 
    「ＩＤＯＮ+CR,LF」 表示していません。 
 
  3-2-3-2.「ＲＩＳＳ+CR,LF」（Read Information Scroll Stop.） 
    現在のスクロール表示の状態を返します。 
    「ＩＳＳＯＦ+CR,LF」 スクロール表示しています。 
    「ＩＳＳＯＮ+CR,LF」 スクロールを停止しています。 
 
  3-2-3-3.「ＲＰ+CR,LF」（Read Information Page No.） 
    現在表示されている情報（タイトル）のページ番号を返します。 
    「Ｐ０１+CR,LF」～「Ｐ３２+CR,LF」 
    「ＰＡＳ+CR,LF」  自動切換え 
 
  3-2-3-4.「ＲＰ０１ＤＰ+CR,LF」～「ＲＰ３２ＤＰ+CR,LF」（Read Page1～32 Display Position） 
    ページ1～32の表示位置の設定値を返します。 
    「Ｐ０１ＤＰＢ+CR,LF」～「Ｐ３２ＤＰＢ+CR,LF」【ＢＯＴＴＯＭ】 表示位置下 
    「Ｐ０１ＤＰＴ+CR,LF」～「Ｐ３２ＤＰＴ+CR,LF」【ＴＯＰ】  表示位置上 
 
  3-2-3-5.「ＲＰＴＤＰ+CR,LF」（Read Page Together Display Position） 
    全ページの表示位置の設定値を返します。 
    「ＰＴＤＰｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐｐ+CR,LF」 
    pがBの場合 【ＢＯＴＴＯＭ】 表示位置下 
    pがTの場合 【ＴＯＰ】 表示位置上 
 
  3-2-4.コネクタ入力 
 
  3-2-4-1.「ＲＣＩ+CR,LF」（Read Connector Input） 
    CONNECTOR INPUTの設定を返します。 
    「ＣＩＡ+CR,LF」  【ＡＬＡＲＭ】 
    「ＣＩＲ+CR,LF」  【ＲＥＭＯＴＥ】 
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  3-2-5.文字色の設定 
 
  3-2-5-1.「ＲＰ０１ＩＣ+CR,LF」～「ＲＰ３２ＩＣ+CR,LF」 
    （Read Page1～32 Information color ＆ Bordering color） 
    ページ1～32の文字色と文字縁取り色の設定値を返します。 
    「Ｐ０１ＩＣｎＢＣｎ+CR,LF」～「Ｐ３２ＩＣｎＢＣｎ+CR,LF」 
    IC：文字色 BC：文字縁取り色  ｎは数値で0：黒 1：赤 2：緑 3：黄 4：青 
    5：マゼンタ 6：シアン 7：白 8：ブランク です。 
 
  3-2-5-2.「ＲＰＴＩＣ+CR,LF」（Read Page Together Information color ＆ Bordering color） 
    全ページ1～32の文字色と文字縁取り色の設定値を返します。 
    「ＰＴＩＣｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉｂｉ+CR,LF」 
    IC：文字色 BC：文字縁取り色  i,bは数値で0：黒 1：赤 2：緑 3：黄 4：青 
    5：マゼンタ 6：シアン 7：白 8：ブランク です。 
 
  3-2-6.文字背景色ベタ塗りの設定 
 
  3-2-6-1.「ＲＰ０１ＦＢ+CR,LF」～「ＲＰ３２ＦＢ+CR,LF」（Read Page1～32 Fill Bordering） 
    ページ1～32の文字背景塗りつぶしの設定値を返します。 
    「Ｐ０１ＦＢＯＦ+CR,LF」～「Ｐ３２ＦＢＯＦ+CR,LF」【ＯＦＦ】 塗りつぶし無効 
    「Ｐ０１ＦＢＯＮ+CR,LF」～「Ｐ３２ＦＢＯＮ+CR,LF」【ＯＮ】 塗りつぶし有効 
 
  3-2-6-2.「ＲＰＴＦＢ+CR,LF」（Read Page Together Fill Bordering） 
    全ページの文字背景塗りつぶしの設定値を返します。 
    「ＰＴＦＢｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆｆ+CR,LF」 
    fがFの場合 【ＯＦＦ】 塗りつぶし無効 
    fがNの場合 【ＯＮ】  塗りつぶし有効 
 
  3-2-7.文字レベル 
 
  3-2-7-1.「ＲＰ０１ＷＬ+CR,LF」～「ＲＰ３２ＷＬ+CR,LF」（Read Page1～32 White Level） 
    ページ1～32のホワイトレベルの設定値を返します。 
    「Ｐ０１ＷＬＨ+CR,LF」～「Ｐ３２ＷＬＨ+CR,LF」【ＨＩＧＨ】 ホワイトレベル High 
    「Ｐ０１ＷＬＬ+CR,LF」～「Ｐ３２ＷＬＬ+CR,LF」【ＬＯＷ】 ホワイトレベル Low 
 
  3-2-7-2.「ＲＰＴＷＬ+CR,LF」（Read Page Together White Level） 
    全ページのホワイトレベルの設定値を返します。 
    「ＰＴＳＰｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ+CR,LF」 
    wがHの場合 【ＨＩＧＨ】 ホワイトレベル High 
    wがLの場合 【ＬＯＷ】 ホワイトレベル Low 
 
  3-2-8.日付,時刻 
 
  3-2-8-1.「ＲＴＤ+CR,LF」（Read Time & Date） 
    ISH-111の日付＆時刻を返します。 
    「ｙｙ．ｍｍ．ｄｄ  ｈｈ：ＭＭ：ｓｓ+CR,LF」 
     ｙｙ＝年  ｍｍ＝月  ｄｄ＝日  ｈｈ＝時  ＭＭ＝分  ｓｓ＝秒 
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  3-2-9.日付,時刻の表示 
 
  3-2-9-1.「ＲＴＳＤ+CR,LF」（Read Time Signal Display） 
    TIME SIGNAL DISPLAYの設定を返します。 
    「ＴＳＤＮ+CR,LF」 【ＮＯＲＭＡＬ】 
    「ＴＳＤＯ+CR,LF」 【ＯＦＦ】 
    「ＴＳＤＳ+CR,LF」 【ＳＭＡＬＬ】 
 
  3-2-9-2.「ＲＴＳＲ+CR,LF」（Read Time Signal Range） 
    TIME SIGNAL RANGEの設定を返します。 
    「ＴＳＲ１+CR,LF」～「ＴＳＲ６+CR,LF」 
    【１】 時：分 
    【２】 時：分：秒 
    【３】 月．日 時：分 
    【４】 月．日 時：分：秒 
    【５】 年．月．日 時：分 
    【６】 年．月．日 時：分：秒 
 
  3-2-10.ライブチャンネル 
 
  3-2-10-1.「ＲＰ０１ＳＰ+CR,LF」～「ＲＰ３２ＳＰ+CR,LF」（Read Page1～32 Sequence Page） 
    ページ1～32のライブ/スキップの設定を返します。 
    「Ｐ０１ＳＰＬ+CR,LF」～「Ｐ３２ＳＰＬ+CR,LF」【ＬＩＶＥ】 有効 
    「Ｐ０１ＳＰＳ+CR,LF」～「Ｐ３２ＳＰＳ+CR,LF」【ＳＫＩＰ】 無効 
 
  3-2-10-2.「ＲＰＴＳＰ+CR,LF」（Read Page Together Sequence Page） 
    全ページのライブ/スキップの設定を返します。 
    「ＰＴＳＰｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓ+CR,LF」 
    sがLの場合 【ＬＩＶＥ】 有効 
    sがSの場合 【ＳＫＩＰ】 無効 
 
  3-2-11.点滅表示スピード 
 
  3-2-11-1.「ＲＰ０１ＳＳ+CR,LF」～「ＲＰ３２ＳＳ+CR,LF」（Read Page1～32 Scroll Speed） 
    ページ1～32のスクロール・スピードの設定値を返します。 
    「Ｐ０１ＳＳｎ+CR,LF」～「Ｐ３２ＳＳｎ+CR,LF」 
    ｎは 1：約12秒 2：約6秒 3：約4秒 4：約3秒 です。 
 
  3-2-11-2.「ＲＰＴＳＳ+CR,LF」（Read Page Together Scroll Speed） 
    全ページのスクロール・スピードの設定値を返します。 
    「ＰＴＳＰｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ+CR,LF」 
    ｎは数値で 1：約12秒 2：約6秒 3：約4秒 4：約3秒 です。 
 
  3-2-12.表示位置微調整 
 
  3-2-12-1.「ＲＰＶＢ+CR,LF」（Read Position Value Bottom） 
    表示位置下の微調整の値を返します。 
    「ＰＶＢ００+CR,LF」～「ＰＶＢ１５+CR,LF」 【００】～【１５】 
 
  3-2-12-2.「ＲＰＶＴ+CR,LF」（Read Position Value Top） 
    表示位置上の微調整の値を返します。 
    「ＰＶＴ００+CR,LF」～「ＰＶＴ１５+CR,LF」 【００】～【１５】 
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  3-2-13.リモート関連 
 
  3-2-13-1.「ＲＲＣＡｎｎ+CR,LF」（Read Remote Connector Arrange） 
    REMOTE CONNECTOR ARRANGEの設定を返します。 
    「ＲＣＡｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ+CR,LF」 
    mmはページ番号で【０１】～【３２】,【ＡＳ】です。 
 
  3-2-13-2.「ＲＲＣＡn+CR,LF」（Read Remote Connector Arrange n） 
    REMOTE CONNECTOR ARRANGEの設定を返します。 
    「ＲＣＡnｍｍ+CR,LF」 
    nは端子台番号で1～8です。 
    mmはページ番号で【０１】～【３２】,【ＡＳ】です。 
 
  3-2-13-3.「ＲＲＭn+CR,LF」（Read Remote Mode） 
    REMOTE MODEの設定を返します。 
    「ＲＭＢＣＤ+CR,LF」 【ＢＣＤ】 
    「ＲＭＢＩＮ+CR,LF」 【ＢＩＮ】 
    「ＲＭＢＩＴ+CR,LF」 【ＢＩＴ】 
 
  3-2-14.スケジュール関連 
 
  3-2-14-1.「ＲＳＤＰｎｎ+CR,LF」（Read Schedule Day Page） 
    SCHEDULE DAYのPAGE設定を返します。 
    スケジュールDAYnnのパターン1～パターン4のページ設定を返します。 
    「ＳＤＰｎｎｐａｐａｐａｐａ+CR,LF」 
    nnは日付けで01～31です。 
    paはページ番号で【００】～【３２】,【ＡＳ】です。 
 
  3-2-14-2.「ＲＳＤＰＴ」（Read Schedule Day Page Together） 
    全日程のSCHEDULE DAYのPAGE設定をします。 
    「ＳＤＰＴｐａｐａｐａｐａｐａｐａｐａｐａ+CR,LF」 
    paはページ番号【００】～【３２】,【ＡＳ】で4×31組の設定を返します。 
 
  3-2-14-3.「ＲＳＤＴｎｎ+CR,LF」（Read Schedule Day Time） 
    SCHEDULE DAYのHOUR設定を返します。 
    スケジュールDAYnnのパターン1～パターン4の時刻設定を返します。 
    .「ＳＤＴｎｎｈｏｈｏｈｏｈｏ+CR,LF」 
    nnは日付けで01～31です。 
    hoは時刻で【００】～【２３】です。 
 
  3-2-14-4.「ＲＳＤＴＴ+CR,LF」（Read Schedule Day Time Together） 
    全日程のSCHEDULE DAYのHOUR設定を返します。 
    「ＳＤＴＴｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏｈｏ+CR,LF」 
    hoは時刻で【００】～【２３】で4×31組の時刻設定を返します。 
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4.ご注意 
 Commandの発行を連続で行う場合100ｍseconds.以上の間隔をあけて下さい。 
タイトル設定（ＣＡ Command）と一斉コマンドの発行を連続で行う場合500mSeconds.以上の 
間隔をあけて下さい。 

 
 TCP/IPで使用の場合Port番号をTelnet,SMTP,DNS．．．．etc以外にしてください。 
 DefaultのPort番号は9004です。 
 
 使用可能文字はJIS X0208第1水準の漢字2,965文字,英数カナ記号524文字です。 
 0x222f～0x2239,0x2242～0x2249,0x2251～0x225b,0x226b～0x2271,0x227a～0x227d, 
 0x2321～0x232f,0x233a～0x2340,0x235b～0x2360,0x237b～0x237e,0x2474～0x247e, 
 0x2577～0x257e,0x2639～0x2640,0x2659～0x267e,0x2742～0x2750,0x2773～0x277e, 
 0x2841～0x2c7e,0x2d3f,0x2d57～0x2d5e,0x2d70～0x2d72,0x2d74～0x2d77, 
 0x2d7a～0x2f7e,0x4f54～0x4f7eのコードは除きます。 
 
 JIS X0208第2水準は3,390文字で0x7427～0x7e7eのコードは除きます。 
 
 拡張文字は､0x7921～0x7c6eの漢字360文字，0x7c71～0x7c7a,0x7c7d,0x7c7eの記号12文字。 
 
 合計7,324文字です。 
 
 
 
5.変更履歴 
 2011.05.20 「5.変更履歴」追加。 コマンド表記を分類して分ける。 
 2017.11.13 ASCII Code表 ‘－’02BHを02DHに修正 
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ASCII Code表（１６進） 
 
SPACE  ０２０Ｈ     ａ    ０６１Ｈ     タ    ０Ｃ０Ｈ 
              ｂ    ０６２Ｈ     チ    ０Ｃ１Ｈ 
：    ０３ＡＨ     ｃ    ０６３Ｈ     ツ    ０Ｃ２Ｈ 
＜    ０３ＣＨ     ｄ    ０６４Ｈ     テ    ０Ｃ３Ｈ 
＞    ０３ＥＨ     ｅ    ０６５Ｈ     ト    ０Ｃ４Ｈ 
－    ０２ＤＨ     ｆ    ０６６Ｈ 
．    ０２ＥＨ     ｇ    ０６７Ｈ     ナ    ０Ｃ５Ｈ 
／    ０２ＦＨ     ｈ    ０６８Ｈ     ニ    ０Ｃ６Ｈ 
              ｉ    ０６９Ｈ     ヌ    ０Ｃ７Ｈ 
０    ０３０Ｈ     ｊ    ０６ＡＨ     ネ    ０Ｃ８Ｈ 
１    ０３１Ｈ     ｋ    ０６ＢＨ     ノ    ０Ｃ９Ｈ 
２    ０３２Ｈ     ｌ    ０６ＣＨ 
３    ０３３Ｈ     ｍ    ０６ＤＨ     ハ    ０ＣＡＨ 
４    ０３４Ｈ     ｎ    ０６ＥＨ     ヒ    ０ＣＢＨ 
５    ０３５Ｈ     ｏ    ０６ＦＨ     フ    ０ＣＣＨ 
６    ０３６Ｈ     ｐ    ０７０Ｈ     ヘ    ０ＣＤＨ 
７    ０３７Ｈ     ｑ    ０７１Ｈ     ホ    ０ＣＥＨ 
８    ０３８Ｈ     ｒ    ０７２Ｈ 
９    ０３９Ｈ     ｓ    ０７３Ｈ     マ    ０ＣＦＨ 
              ｔ    ０７４Ｈ     ミ    ０Ｄ０Ｈ 
Ａ    ０４１Ｈ     ｕ    ０７５Ｈ     ム    ０Ｄ１Ｈ 
Ｂ    ０４２Ｈ     ｖ    ０７６Ｈ     メ    ０Ｄ２Ｈ 
Ｃ    ０４３Ｈ     ｗ    ０７７Ｈ     モ    ０Ｄ３Ｈ 
Ｄ    ０４４Ｈ     ｘ    ０７８Ｈ 
Ｅ    ０４５Ｈ     ｙ    ０７９Ｈ     ヤ    ０Ｄ４Ｈ 
Ｆ    ０４６Ｈ     ｚ    ０７ＡＨ     ィ    ０Ａ８Ｈ 
Ｇ    ０４７Ｈ                   ユ    ０Ｄ５Ｈ 
Ｈ    ０４８Ｈ     ア    ０Ｂ１Ｈ     ェ    ０ＡＡＨ 
Ｉ    ０４９Ｈ     イ    ０Ｂ２Ｈ     ヨ    ０Ｄ６Ｈ 
Ｊ    ０４ＡＨ     ウ    ０Ｂ３Ｈ 
Ｋ    ０４ＢＨ     エ    ０Ｂ４Ｈ     ラ    ０Ｄ７Ｈ 
Ｌ    ０４ＣＨ     オ    ０Ｂ５Ｈ     リ    ０Ｄ８Ｈ 
Ｍ    ０４ＤＨ                   ル    ０Ｄ９Ｈ 
Ｎ    ０４ＥＨ     カ    ０Ｂ６Ｈ     レ    ０ＤＡＨ 
Ｏ    ０４ＦＨ     キ    ０Ｂ７Ｈ     ロ    ０ＤＢＨ 
Ｐ    ０５０Ｈ     ク    ０Ｂ８Ｈ 
Ｑ    ０５１Ｈ     ケ    ０Ｂ９Ｈ     ワ    ０ＤＣＨ 
Ｒ    ０５２Ｈ     コ    ０ＢＡＨ     ン    ０ＤＤＨ 
Ｓ    ０５３Ｈ                   ッ    ０ＡＦＨ 
Ｔ    ０５４Ｈ     サ    ０ＢＢＨ     ャ    ０ＡＣＨ 
Ｕ    ０５５Ｈ     シ    ０ＢＣＨ     ュ    ０ＡＤＨ 
Ｖ    ０５６Ｈ     ス    ０ＢＤＨ     ョ    ０ＡＥＨ 
Ｗ    ０５７Ｈ     セ    ０ＢＥＨ     ァ    ０Ａ７Ｈ 
Ｘ    ０５８Ｈ     ソ    ０ＢＦＨ     ォ    ０ＡＢＨ 
Ｙ    ０５９Ｈ                    ゙    ０ＤＥＨ 
Ｚ    ０５ＡＨ                    ゚    ０ＤＦＨ 


